
2

0点 1点 0点 1点 2点 0点 1点 重度肢体不自由児（者） 重度肢体不自由児（者）

1 創傷処置 なし あり 1 創傷処置 なし あり ※　脳卒中後遺症の患者及び認知症は除く ※　脳卒中後遺症の患者及び認知症は除く 泣いたり笑ったりして感情が不安定

2 蘇生術の施行 なし あり 脊髄損傷等の重度障害者 脊髄損傷等の重度障害者 レスピレーター管理 10 昼夜逆転

3 血圧測定 0～4回 5回以上 2 血圧測定 0～4回 5回以上 ※　脳卒中後遺症の患者及び認知症は除く ※　脳卒中後遺症の患者及び認知症は除く 気管内挿管、気管切開 8 しつこく同じ話をする

4 時間尿測定 なし あり 3 時間尿測定 なし あり 重度意識障害者 重度意識障害者 鼻咽頭エアウェイ 5 大声を出す

5 呼吸ケア なし あり 4 呼吸ケア なし あり （原因が脳卒中でも以下の場合は対象となる） （原因が脳卒中でも以下の場合は対象となる） O2吸入又はSpO290%以下の状態が10%以上 5 介護に抵抗する

6 点滴ライン同時3本以上 なし あり 5 点滴ライン同時3本以上 なし あり ・ＪＣＳⅡ‐3以上またはＧＣＳ8点以下 ・ＪＣＳⅡ‐3以上またはＧＣＳ8点以下 1回/時間以上の頻回の吸引 8 家に帰る等と言い落ち着きが無い

7 心電図モニター なし あり 6 心電図モニター なし あり 1 心電図モニター なし あり 　の状態が2週間以上継続 　の状態が2週間以上継続 6回/日以上の頻回の吸引 3 一人で外に出たがり目が離せない

8 輸液ポンプの使用 なし あり 2 輸液ポンプの使用 なし あり ・無動症（閉じ込め症候群、 ・無動症（閉じ込め症候群、 ネブライザー6回/日以上または継続使用 3 いろいろなものを集めたり無断でもってくる

9 動脈圧測定（動脈ライン） なし あり 3 動脈圧測定（動脈ライン） なし あり 　無動性無言、失外套症候群等） 　無動性無言、失外套症候群等） IVH 10 物を壊したり衣類を破く

10 シリンジポンプの使用 なし あり 7 シリンジポンプの使用 なし あり 4 シリンジポンプの使用 なし あり 筋ジストロフィー患者 筋ジストロフィー患者 3 ひどい物忘れ

11 中心静脈圧測定（中心静脈ライン） なし あり 5 中心静脈圧測定（中心静脈ライン） なし あり 難病患者等 難病患者等 5 意味のない独り言

12 人工呼吸器の装着 なし あり 6 人工呼吸器の装着 なし あり 重度の障害者 自分勝手に行動する

13 輸血や血液製剤の使用 なし あり 8 輸血や血液製剤の使用 なし あり 7 輸血や血液製剤の使用 なし あり （★に掲げる者を除く） 話がまとまらなず会話にならない

14 肺動脈圧測定（スワンガンツカテーテル） なし あり 8 肺動脈圧測定（スワンガンツカテーテル） なし あり ※　上記患者を概ね ※　上記患者を概ね ※　上記患者を概ね 薬の内服

15 特殊な治療・処置 なし あり 9 専門的な治療・処置 なし あり 9 特殊な治療・処置 なし あり 　　7割以上入院させていること 　　8割以上入院させていること 　　8割以上入院させていること 金銭管理

CHDF ①抗悪性腫瘍剤の使用 CHDF ※　7対1入院基本料は 集団への不適応

IABP ②麻薬注射薬の使用 IABP 　　　超重症者（児）と 買い物について

PCPS ③放射線治療 PCPS 　　　準超重症者（児）の状態に 継続する透析（腹膜灌流を含む） 10 短期記憶

補助人工心臓 ④免疫抑制剤の使用 補助人工心臓 　　　ある患者の合計が3割以上 定期導尿（3回/日以上） 5 日常の意思決定

ICP測定 ⑤昇圧剤の使用 ICP測定 人工肛門 5 意思の伝達

Ａ得点 ⑥抗不整脈剤の使用 Ａ得点 体位変換　6回/日以上 3

⑦ドレナージの使用

Ａ得点

状
態
評
価

経鼻胃管や胃瘻等の経腸栄養が行われており、かつ発熱又は嘔吐を伴う状態

頻回の嘔吐に対する治療を実施している状態かつ発熱を伴う状態

その他の難病

特殊疾患病棟入院料

1

脊髄損傷等の重度障害者

※　脳卒中後遺症の患者及び認知症は除く

筋ジストロフィー患者

難病患者等

重度意識障害者

（原因が脳卒中でも以下の場合は対象となる）

・ＪＣＳⅡ‐3以上またはＧＣＳ8点以下

重度意識障害者

※　脳卒中後遺症の患者及び認知症は除く

　　7割以上入院させていること

脊髄損傷等の重度障害者

※　脳卒中後遺症の患者及び認知症は除く

重度肢体不自由児（者）

障害者施設等入院管理料

難病患者等

筋ジストロフィー患者

　無動性無言、失外套症候群等）

・無動症（閉じ込め症候群、

　の状態が2週間以上継続

※　上記患者を概ね

A　モニタリング及び処置等

障害者施設等入院基本料 特殊疾患入院施設管理加算

　の状態が2週間以上継続

・無動症（閉じ込め症候群、

　無動性無言、失外套症候群等）

※　上記患者を概ね

　　8割以上入院させていること

医科点数表上の状態評価法及び日常生活活動評価

たて割り式なのかよく似たものがバラバラに決められている。

超重症児（者）・準超重症児（者）

3

3

疼痛の看護

脊髄損傷

１．運動機能　：　座位まで

物を取られたなど被害的になる

今の季節を言う

作話の有無

外出すると戻れない

レスピレーター

１のスコアが座位までで合計
　25点以上：超重症児（者）
　10点以上25点以下：準超重症児
（者）各項目に規定する状態が6ヶ月
以上継続する場合にそれぞれのスコ
アを合算

２．判定スコア

経口摂取（全介助）
経管（経鼻・胃ろう含む）

腸ろう・腸管栄養
　　持続注入ポンプ使用
　　（腸ろう・腸管栄養時）

筋萎縮性側索硬化症

人工呼吸器を使用している状態

うつ症状に対する治療を実施している状態

傷病等によるリハビリテーションが必要な状態

消化管等の体内からの出血が反復継続している状態

パーキンソン関連疾患

感染症の治療の必要性から隔離室での管理を実施している状態

多発性硬化症

筋ジストロフィー症

悪性腫瘍

慢性閉塞性肺疾患

肺炎に対する治療を実施している状態

気管切開又は気管内挿管が行なわれている状態

創傷、皮膚潰瘍又は下腿若しくは足部の蜂巣炎、膿等の感染症に対する治療を実施している状態

頻回の血糖測定を実施している状態

1日８回以上の喀痰吸引を実施している状態

末梢循環障害による下肢末端の開放創に対する治療を実施している状態

他者に対する暴行が毎日認められる状態

特定集中治療管理料 療養病床入院基本料

医療区分

スモン

中心静脈栄養を実施している状態

・ＪＣＳⅡ‐3以上またはＧＣＳ8点以下

（原因が脳卒中でも以下の場合は対象となる）

気管切開又は気管内挿管が行なわれておりかつ発熱がある状態

ドレーン法又は胸腔若しくは腹腔の洗浄を実施している状態

医師及び看護職員により常時監視及び管理を実施

重症度に係る評価票

手術・服薬にても改善しな
い過緊張で、発汗による更
衣と姿勢修正を3回/日以
上

A　モニタリング及び処置等

尿路感染に対する治療を実施している状態

A　モニタリング及び処置等

脱水に対する治療を実施している状態かつ発熱を伴う

24時間持続して点滴を実施している状態

ハイケアユニット

重症度・看護必要度に係る評価票

７対1、10対1入院基本料

一般病棟用の重症度・看護必要度に係る評価票

拘縮の有無

カテーテル

場所の理解をする

徘徊について

酸素療法を実施している状態

経管栄養

聴力

自分の名前を言う

視力

麻痺等の有無

モニター測定（血圧・心拍・酸素飽和度）

外出頻度

褥創の処置

介護保険認定調査項目

透析

点滴の管理

中心静脈栄養

気管切開の処置

酸素療法

ストーマの処置

毎日の日課を理解する

生年月日や年齢を言う

せん妄に対する治療を実施している状態

★

0点 1点 2点 0点 1点 2点 0点 1点 2点 0点 1点 2点

16 床上安静の指示 なし あり 床上安静の指示 なし あり

17  どちらかの手を胸元まで持ち上げられる できる できない  どちらかの手を胸元まで持ち上げられる できる できない

18 寝返り できる
何かにつかまれ

ばできる できない 10 寝返り できる
何かにつかまれ

ばできる できない 10 寝返り できる
何かにつかまれ

ばできる できない 寝返り できる
何かにつかま

ればできる できない 寝返り

19 起き上がり できる できない 11 起き上がり できる できない 11 起き上がり できる できない 起き上がり できる できない 起き上がり

20 座位保持 できる
支えがあれば

できる できない 12 座位保持 できる
支えがあれば

できる できない 12 座位保持 できる
支えがあれば

できる できない 座位保持 できる
支えがあれば

できる できない 座位保持

21 移乗 できる
見守り・

一部介助が必要 できない 13 移乗 できる
見守り・

一部介助が必要 できない 13 移乗 できる
見守り・

一部介助が必要 できない 移乗 できる
見守り・

一部介助が必

要

できない b 移乗 移乗

移動

22 移動方法
介助を要しな

い移動

介助を要する移動

（搬送を含む） 移動方法
介助を要しな

い移動

介助を要する移

動（搬送を含

む）

歩行

23 口腔清潔 できる できない 14 口腔清潔 できる できない 14 口腔清潔 できる できない 口腔清潔 できる できない 口腔清潔

24 食事摂取 介助なし 一部介助 全介助 15 食事摂取 介助なし 一部介助 全介助 Ｂ得点 食事摂取 介助なし 一部介助 全介助 c 食事 食事摂取

嚥下

25 衣服の着脱 介助なし 一部介助 全介助 16 衣服の着脱 介助なし 一部介助 全介助 衣服の着脱 介助なし 一部介助 全介助 上衣の着脱

ズボン等の着脱

26 他者への意志の伝達 できる
できる時とできな

い時がある できない Ｂ得点 他者への意志の伝達 できる
できる時とでき

ない時がある できない 意思の伝達

28 危険行為 ない ある 危険行為 ない ある

Ｂ得点 a ベッド上の可動性

d トイレの使用

排尿（動作）

排便（動作）

洗顔

整髪

立位保持

立ち上がり

片足での立位保持

洗身

つめ切り

簡単な調理

人工腎臓、持続緩徐式血液濾過、腹膜灌流又は血漿交換療法を実施している状態

経鼻胃管や胃瘻等の経腸栄養が行われており、かつ発熱又は嘔吐を伴う状態

問題解決

記憶

入浴（風呂、シャワーなどで首から下（背中以外）） 入浴（ひとりで）

社会的交流

排尿 排尿コントロール

排便 排便コントロール

整容・清拭（整髪、手洗い、洗顔、歯磨きなど） 整容（洗顔、髪の櫛入、髭剃り、歯磨き）

トイレ動作　（衣服の着脱、排泄後の清潔、整理用具使用） トイレ動作（衣服の着脱、拭く、水を流す）

更衣（下半身）

コミュニケーション　表出

コミュニケーション　理解

食事（咀嚼、嚥下を含む） 食事

更衣（上半身） 更衣（靴紐結び、ファスナー操作を含む）

移動　歩行・車椅子 移動　（歩行不能なら車椅子移動）

移動　階段 階段昇降

浴槽・シャワー移乗 車椅子からベッド間の移乗（ベッド上起き上がりを含む）

ベッド・椅子・車椅子移乗

トイレ移乗

バーサルインデックス
（Barthel index : BI）

浴槽・シャワー移乗

問題解決

食事（咀嚼、嚥下を含む）

更衣（下半身）

移動　階段

入浴（風呂、シャワーなどで首から下（背中以外））

移動　歩行・車椅子

排尿

整容・清拭（整髪、手洗い、洗顔、歯磨きなど）

コミュニケーション　理解

排便

コミュニケーション　表出

トイレ動作　（衣服の着脱、排泄後の清潔、整理用具使用） トイレ動作（衣服の着脱、拭く、水を流す）

排尿コントロール

入浴（ひとりで）

機能的自立度評価法
（Functional independence measure: FIM)

バーサルインデックス
（Barthel index : BI）

更衣（靴紐結び、ファスナー操作を含む）

移動　（歩行不能なら車椅子移動）

排便コントロール

ベッド・椅子・車椅子移乗

階段昇降

トイレ移乗

ADL区分

はい いいえ

療養病床入院基本料

 診療・療養上の指示が通じる

機能的自立度評価法
（Functional independence measure: FIM)

ハイケアユニット

重症度・看護必要度に係る評価票 一般病棟用の重症度・看護必要度に係る評価票

患者の状況B　患者の状況等 B　患者の状況等

特定集中治療管理料

重症度に係る評価票

回復期リハビリテーション病棟７対1、10対1入院基本料

 診療・療養上の指示が通じる27

B　患者の状況等

はい

整容（洗顔、髪の櫛入、髭剃り、歯磨き）

記憶

社会的交流

日
常
生
活
活
動

いいえ

車椅子からベッド間の移乗（ベッド上起き上がりを含む）

更衣（上半身）

食事

介護保険認定
調査項目日常生活機能評価表

簡単な調理

施設基準 7対１　施設基準

　10点以上の患者が2割以上入院していること

重症患者回復病棟加算　：　

１０対1　評価加算 重症患者の3割以上が平均3点以上改善している

（1日50点）　　　　　　　

8割以上入院していること

Ｂ得点が7点以上の患者が

Ａ得点が3点以上、または

の患者が１割以上入院していること

毎日評価すると1日5点

Ａ得点が2点以上、かつＢ得点が3点以上

回復期リハ病棟1　：　施設基準

１～７段階で分類、合計126点 合計100点 １～７段階で分類、合計126点
評
価

Ａ得点が3点以上、かつＢ得点が3点以上
の患者が9割以上入院していること

0点：自立
1点：準備のみ
2点：観察
3点：部分的な援助
4点：広範囲な援助
5点：最大の援助
6点：全面依存

合計100点


